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目的 聖隷クリストファー大学附属クリストファーこども園の保育の環境づくりを科学的な知見に基づき
進めることが本プロジェクトの目的である。具体的には、園の物的環境（保育室の空間構成）、情報環境
について、現在の問題点を調査・分析し、それに対する改善策を提案・実行し、その結果どのように変化
したかを評価し、さらに環境を改善していくというサイクルを確立すること、それによってこども園の保
育活動と大学の研究・教育活動との相乗的な関係を構築することを目的とする。 
方法 Ⅰ アクションリサーチによる保育における環境構成―空間構成の改善 
 ビデオカメラで撮影した保育環境（主に 3 歳未満児クラス）の映像を提示し、話し合いを通して問題点
を明らかにする。そこから改善の手立てを保育者と共に考案し、実際化へ移す。実際化の後における保育
の質や遊びの変化を調査する。以上のような内容のアクションリサーチ的方法を用いる。 
Ⅱ 保護者との効果的なコミュニケーション手段の開発 
 保育の意図、日常の保育や子どもの様子、課題などを保護者に伝える方法、さらに保護者の悩みや意向
を聴き取るための方法についてクリストファーこども園の現状を調査し、問題・課題を明確にする。その
結果から情報を保護者へ伝達し共有を図るためのより効率的・効果的な方法を提案し、実践化を進める。
保育者にはデジタルカメラ、ボイスレコーダー等を用いて保護者と共有したい保育場面を記録してもらい、
意図・ねらいや情報内容・提示方法（園便り等）について研究者と共に評価・改善を行う。 
結果 Ⅰ 0 歳児～2 歳児の各保育室の空間構成に着目し、単一空間のまま保育を行っている現状につい
て、さらに保育室が温かな親しみとくつろぎの場となるとともに、生き生きと活動できる場となるにはど
のような空間構成が適切なのかを議論した。その結果、部屋を生活・遊びの用途に合わせて、棚やカーペ
ット等を用いていくつかのコーナーに区切ることになった。部屋を仕切って以降、落ち着いて集中して遊
ぶ姿が見られるようになった。長時間保育を受ける中、寝転がってリラックスしたり、ひとりになれるよ
うな環境の必要性から、大型クッションの使用、隠れ家的空間が作られた。それにより情緒の安定が図ら
れるようになった。Ⅱ こどもについて保育者が感動したり、保護者と共有したいと考える場面を日常的
に、積極的に記録するという保育者の姿勢が形成されて来ている。記録した中から吟味して写真と記事を
「園便り」やブログに掲載することを通じて、園での様子がわかり安心したり、家庭での育児に反映でき
るという保護者からの反応が見られる。 
考察 現場の保育者自身が問題点に気づき、目の前のこどもたちの姿から適切な環境構成を考えて実行に
移せるようサポートすることが研究者の役割であることを認識した。アクションリサーチという手法をさ
らに洗練させて行くことにより、保育者が経験としてわかっている事柄を対象化して共通の課題として保
育環境に関する理論を協働で造りあげる作業を継続したいと考える。乳幼児の「かみつき」への対応とい
う現場の課題に対して、他園の保育現場を撮影したものを提示して、保育者と考察する機会を持ちたいと
思う。情報環境に関しては、限られた情報発信スペースの中でこどもの経験・生活やそこに見られる成長
の姿を伝えるための視点（優先性等）や提示方法を研究者から現場に提供する必要があるであろう。保護
者との双方性コミュニケーションのために保育現場における有効的手段の開発を次の課題としたい。この
研究はさらに継続し、2013 年 3 月発行予定・本大学・社会福祉学部紀要上にて発表する計画である。    
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